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序 文

平成15年4月1日、旧玄海町と旧宗像市の新設合併が行われ、新しい

宗像市が誕生しましたー歴史的にも地理的にも深い関わりがある旧玄海

町と旧宗像市との合併は、さらなる発展への体力づくりとして期待され

ております。

合併によって57件を数えることになった国、県、市指定文化財をはじ

め市域の代菰な歴史遺産の活用を図るほか、土地開発に伴う各種文化財

の調査を行い、重要なものについては保{-(.、整備を図るなど、豊かな歴

史環境に包まれたくらしのため、より 一層尽力する所存です。

しかしながら、各種の開発は私たちのくらしに利便性をもたらす反面、

自然環境や歴史的景観の変貌を伴うものであり 、残念ながら多くの文化

財は梢滅の危機にさらされ、常に緊急な保存対裟を迫られております。

今同報告する illl田代遺跡は、平成14年度に実施された弥生時代後期か

ら古項時代をt体とする集落追跡の調査記録を収めております。

本書が学術研究だけではなく、学校教育や生涯学習の場で活用され、

また文化財保護行政に対するご判朋の一助となることを念願いたします

とともに、発掘湖壺全般にわたってご協力をいただいた多くの方々に心

から感謝の意を表す次第であります ：`

平成16年2月251:l

宗像市教育委只会

教行長 川崎雅光



例 言

1. 本再は個人住宅建設に伴い、平P幻4年度に緊急発掘調査を実施した曲I-El代遺跡（宗像市胤1

227番2)の発掘調査報告苔である。

2. 発掘測査は宗像市教脊委員会が事業主体となって実施した。

3 曲田代辿跡の福岡県文化財番号は、 330806である。

4. ,t;: 報告香の追物番号は挿図や逍栴番号に関わらず、すぺて通し番号である。

5. 遺構番号は逍構種類ごとの通し番号で、遺構の名称は次のように記号化した，

SK: 土坑 sc: 竪穴住居 SD: 溝状追構 SP: 柱穴

6. 基準点測蛋は（有）三田illll品に委託したっ平成14年国上交通省告示第9号の規定による第

Il座標系を用い、平面直角座標値は、世界測地系に対応する。従来の座標値とは異なって

おり注意されたい。方位はすぺて磁北である。

7, 追構実測図、平板測盈図は白木英敏、吉田恵美が行った。

8. 造物の尖測は吉田、岡本格が主に行い、白オsが補った。

9 調企区および迫構写兵の撮影は吉田、白木が、逍物写真の撮影は白木が行った。

10. 迫構、消物の製図は中原美知子が、造物の整理は西村広子、田代貞子、 m崎紘1~, 東和子、

濱田広美がおこなった，

11. 本吉の執箪および編集は、白木が行った。

12. 本閾査において出土した遺物および実乱IJ図、写真等の資料•は．宗像市教育委貝会で保管し

ている0
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第1章序 説

1. 調査の経過

・1涌成13年11月6日、宗像1lillll2切番1および227番2について異地転用（地形変更）に伴う文化

財事前協議中詰母が提出された。それを受け現地踏査を行ったところ、 丘陵緑辺の河成段丘上

で集洛追跡の存在する可能性があることから、平成12年11月2l日・24.日及び平成13年lHllll・

121]に試掘調査を行った。その結果、丘陵斜面部（曲227番1)には追構は確認されなかったが、

丘陵裾部（曲227番2)の畑地に弥生時代後明から占頃時代後朋にかけての柱穴、溝状迫構や中

世の整地層などが検出された0 t地所有者と塙議を行ったが現状保存は困難であることから造

成工事に先駆け平成14年度に同廊補助を受け、平成14年4月4日から5月31日にかけて緊急発

掘溝査を実施し、今回報缶する遥ぴとなった0

文化財採談法にかかる手続き

発掘涵l 杏近知平成14年4 月 25日付.l~柑教生第100号

埋蔵物発見届平成1¥F5月9n付14宗教生節117号
埋蔵文化財保管証平成14ip5月JO日付14宗教生第127号

2. 組織と梢成
l)平成14年度発掘調1£組織
総 括 宗像市教行委員会

庶務・会計

発掘調査担当

2)平成15年度報告杏作成組織

総 括

庶務・会計

報告杵作成担当

宗像市教育委員会

- l-

教育長

教守部長

社会教脊課長

文化財係長

同 I::

主任技師

嘱託

教育長

教育部長

社会教育諜長

文化財係長

同上

主任技Srli

川崎雅光

城月カヨ手

伊豆丸正敏

原悛ー

原俊一

白木英敏

吉田恵美

川崎雅光

城月カヨチ

伊豆丸正敏

原俊一

原俊一

白木英船



3 位置と環境

本逍跡は、宗像市の南部に位趾し、釣川支流の朝町川右i争に形成された小規模な低位段」元If□
に立地する。西眼下には宗像付数の穀倉地帯が広がり、宗像市のランドマーク的なカントリー

エレペーターや宗像ユリックスを望むことができるりよた東側の丘陵部は自由ヶ丘団地として

昭和:18年から大規模開発が行われたため埋蔵文化財の調査例に乏しい。周辺遺称には弥生時代

前期の貯蔵穴で構成される曲香!:Ill追跡や弥生時代前期後半~1(1期初頭を主体とする貯蔵穴群と

それらを囲むV字沸を検出した光岡長尾迫跡がある，

4. 調査の概要
弥生時代後期から中世にかけて断続的に営まれた小規模染落跡である。狭長な河成段丘低位

面に沿って帯状に展開する集裕造跡の一部であろう。検出逍描は占墳l時代後期の土坑2基、弥

生時代後期の竪穴住店3棟、弥止時代後期と古墳時代後期の澁状遺構3条、柱穴群である ，副

査区西間には中世の整地啓が残存し、若下の飾人陶磁器片を採集したが遣梢は検出されなかっ

た。SKlは6枇紀後半の須忠器杯身.tf造、土師器甑・鉢・杯計認.?!.が一括で出七しており、

祭祀↓J掲わる裡納追構の11J能性があん

1. illlllH'.: 逍趾

5. 阻香畑遺跡

:<!. 光問長尼逍蹄 3. 光岡長把遺榜

6 m久伐船rW遺協 7. W久松ャ浦退跡

第1図 Ull lll代遺跡r~1辺の追跡分布地図 (J/25.0l)O)

-2-

4. 久屈退跡

8. III久瓜ヶ坂遣麻





第2章調査の記録

1. 土坑の調査

I) SKl (第4図・國版2・3・'1)

調査区の北側、 SDlの西側に単独で位置するり平面は不整形で、断而は逆梯形を呈するが

中位に2ヶ所三日月形のテラスをつくる。規模は平1面0.51X 0.5} rn、深さ0.4mを測る小形土坑で、

須患器裕杯、士師器含K・坪甑が計23点出 I:した。盗坪、鉢類はすぺて伏せた状態で巫ね閻かれ、

甑 (023)は表七剥ぎの時点で原位i肖から動いたため取り上げたが、 [¥:I]示した袢類の直上に横

倒LでIll土した。さらに、試掘調企時に取り上げた土師器坪 (021)、須思器坪身 (005)は平

板図に落しておいたポイン トから SKHI.I土甑のヒに他の沐類と同様、伏せ批かれていたと考

えられ｀以上の3点を図示した状況に加えたものが本来の遺物出土状況であるu土器類ははと

んどが完形品で破片などを含まないことから、 何らかの祭祀に用いた後、 一括で埋納あるいは

遺業したものであるうか，

出土遺物 (001~ 023) 

須恵器 (001~ 006) 001・002は杯盃であふ天井部と口縁部の境に甘い段を持ち、口秤部

内面に小さな凹みをつくる。OOLは口径14.奴Ill、器窃4.8cmを測り、胎土は小疎を含むためやや粗

である。天井部外面l/2強に回転ヘラケズリを施し、ロクロの同転方向は左である0 002は焼け

垂みが大きいっ口径13.Scru、器高5.1cmを測り給土は小礫を含むためやや祖である6 天井部外

001/2に回転ヘラケズリを施し、ロクロの同転方向は右である。

003 -()(,'tiは坪身である，，003はn縁部の一部を欠くかほぽ完形品である。｛本部は浅く、 11縁

部は内傾しながら立ち上がり端部を丸く収める。受部内面はオリコミによって明瞭な沈線を

つくる。口径12.9cm、受部径15.1cm、器高1.8cmを測り、体部外而l/2に回転ヘラケズ ＇）を施す。

ロクロの回転方向は左である。胎土はやや粗、焼成は不良で軟質のため風化が進み．色調は内

面にぷい黄橙色、ク坤 灰黄色を呈する0()()1Jは扉平なイ本部でn縁部は短く直状に内傾する，受

部11、j面はオリコミによって明瞭な沈線をつくる。口径12.&m、受部径15.1cm、器商3.8cmを測り、

体部外而1/:<!強に回転ヘラケズリを施すしロクロの回転方向は右である0 0()5は試拙u寺の出上品

である。体部は浅く口縁部は短く外反して内傾する0 受部内i面はオリコミによってOr]瞭な沈線

をつくる， 目径l2.lcm.受部径14.8cm、器窃1.2cmを測り、｛本部外面ll/3に11!]転ヘラケズリを施す，

ロクロの回転方向は右であるC 0()6は17径1l.&rn、受邪径14.1cm、器両4.6cnlを測る．受部は小

さく横に引きだし、 U縁部は短く内條する。

-,1 -
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土師器 ((>07~ 023) 007・008は鉢、 009-022は杯である.007は底部は扁平気味の丸底で

深みがある。口縁部をやや内愕させながら外傾して立ち上がり、端部を丸く収める。顕部内而

には甘い稜を残す。全面ナデ仕上げだが外面上半の口類部付近にタテ方向、体部rjl位にヨコ方

向の粗いハケ日が残る。胎土は精良で焼成も艮好亀色調は内外面とも町赤掲色を呈する0 008 

は浅い1本部から緩やかに外反する口緑邪を持つ。胎土は梢良で焼成も良好．色調は内外而とも

明赤褐色を呈する。

009は口径11.1cm、器高5.4cmを測り、他の杯より若干大形で色調は鉢類に近い。器形はシン

プルな丸底の半月形で、口縁部内面に内笥するにぷい平坦面をつくる。胎上 ・焼成は良好、色

割は明赤褐色を呈する。

010 -020は）L底の半月形を呈し、口緑部は内湾させるもの (01()~ 013)、小さく外反する

もの(017-020)、中lll'J的形態でほぼ直状のもの(014~016)など若干のバリエーションがある。

制整技法や法壺に共通性が強く、同一エ人集団、さらにはltiJーエ人の手によるものも含まれる

可能性を考えてもよいだろ加外面はナデで仕上げるが、静止ヘラケズリの調整痕を残すもの

もある．内面はナテ仕上げであるが、弧状の沈線が多く残るものもあり、半月形のヘラ状工具

によるケズリ調整痕であろう。法呈は口径10.8-12.San、器高5.1-6.2cmを測る。胎土は良好

もしくは桔良で、色調はほとんど橙色系である。

021・022は（本部にやや深みがあり、口緑部を小さ く外反させふいずれも内外面の底部から

体部下半にかけて静止ヘラケズリを施し、胎土・焼成は良好、色開は021が内外面とも橙色、

022は内面にぶい橙色、外面橙色を呈する。023は祇である。残＃部が少ないため把手部は残っ

ていない。底部は粘土桟を渡す半月孔タイプであろう。n縁部はヨコナデ、体部は内外面とも

タテ方向のハケ目調整が残る。胎七は精良で焼成も良好、色調は内面にぶい橙色、外面橙色を

星する。

2) SK2 (第7図・図版4)

訓査区の北仰l、SDIの西測に位梢し、 SC2の南側周墜溝を切る。平面は不整楕円形で、

断面は逆梯形を呈する。規模は長軸0.55m、短軸0.35rn、深さ0.23mを消I]る。土坑の掘方検出

に失敗したため、窃坪が浮いな状態になってしまった。高Hを取り上げ後、土坑の南側に龍径

042mの竪穴を検出したが、 SK2に切られる柱穴であろう。

出土遺物 (024)

土師器 (024) 高杯である。脚裾部は強く屈IIりし、坪部は深みがあり体邪と口緑部の境に段

を成すり口縁部は僅かに内湾しながら克ら上がり、 U縁端部は小さく外反して丸く収める。脚

部内而はヘラケズリ、他はナデ仕上げで調整するe 胎土 ・焼成は良好、色調は内外面とも橙色

を呈し、外面に黒斑を有する。口径14.4cm、器高12.7cm.脚底径112cmを領1Jる。

-6-



三 △zil~、\ 0¥ 
三 ¥(し：；； ロ

~ /マ~\"--- I 

ぃ
＼
／
／

l

へ
、

）—

-l(
\
• 
l
 

／
 
／
 

ー
l
 

一
l
jd

ニ-------=-----'"
0
1
 

字

焼5図 SKl出上返物実測図(j;(1/3) 

-7-



~¥／ー／
こ111、
、 `

P
}

／
 /

＼

 

ー

／

＼

ノ

ー

／
 

l
_
¥
 

／
 

9
1
1
I
I
l
 

、
h
N
`

＂

心
料
汎

•I
I 

＼

見

州

応
＼
し
暴
ー
ー

oi
 

丁

第6図 SK l /:ll土逍物‘必掛躯l含： (ll:3) 

-8-



I:!. 珈

三言 --
二ニミニ~ ~11111111111111 貫11 r 1属 I
ロ
言 1 冒[•I II 11 

［、
- ~~ 

三こ一
C 12. 点lrn じ

奎

1、

12知 1

｀ 
~ 

讐『言亘
巧"

◎
 

◎ 

。゚
ー

？

ーI

吋
薗

7

C!8Alm 

ー 写

b 5
 沿7図 !SK2・SCl-3・SD1-3造構俎個 (1,、20・L/60)

-9-



9
,
g
 

9
9
 

＿＿《；---;

.'
 

心ヽ9, 

I ~ / : ¥'ヽ̀、‘、 037

ご`、匹
、J.d~~

-〈F'"=三公
ヽ• Ol7 

□又
可 ⑮

｀ ヽ ； 

1/llr:-

Q.1" 

38 
/・ —_ ―真

温
~
＼

ー

i，̀ー

一

t
,I
ー

一

-

―
―

四

~

, 

しW て 5
 m
 

@
'e
 

＠ 
I 

⑪ 
糾I

◎ 
I W& 

巳

。 な一0.11 
↑, - I I I 1 

m
 
叱
n

第8図 SK2・SC1~3・SDl-・3・ 包含沼1H上追物尖測図 (1/3・ 1/l)

-10-



2. 翌穴住居の調企

1) SCl t第7閃 ・I咄版2-5)

洲査区の小央部やや北呵に位骰し、干面力形プランを旦すると推定される残仔1人i兄不良の竪

穴fI: 居である 完fける東．辺は4.67mを測りし輻O.!i-0.6mはどの固咽消が残存する"残存咽

品は0.38mを戌IJる j_U:i..: は不明＼ある

出土遺物 (025-032)すべて埋十からの出土である。

弥生土器 (025~032) 

02.'l~027は走である 025の1本部はあまり板らずn壕部は外反して滋祁を所面矩形に収める。

:;,1，祁内而に後祝を有する /Jd.化若しく砧Ut不明，色淵は内外而とも明褐ーにぶい褐色を呈する，

026は口録部小片であるn Iく」字状に屈曲し、娼部を浙而知形に収める 028は短頸寄てある

,, I 品は張 I) が強く、 Uf皐部は短く外反するc 風化予しいが体祁内面に接合摂及び指li:t~i残.ft

色潤は内而代色、外lill叫赤褐色を星する。 029-0311北極か史の底部である。凸レンズ状平底

を＃する。0291よ空が復元底径6.8c-mを測る。⑬は1-'2弱の破片であふ勾整は底部外IHIハケD、

他：ょナデである，復元Jit<tlOOcmを出る 031はi,21i!Jの破片である。逍がは内面ハケ目、外面

は風化岩しく不明。復冗底径10.0cmをHIIJふ，032は下＇ドを失環台であふ風化著しく飢整邸凡 ，

色濁は内外面とも楼色を'i',する。

2) SC2 (第7l!I・同版5)

J~ 査区の北品に位笛l•. II: 請に』査区外へと延びる残仔41,;兄,r;良の繁穴住居である 下面悶

丸方形プラン,;..~すると柑定され、屯辺には周け消が2瓜に残存することから改変住J;o;の可能

性が高い<9.lc.f+競高(:l.0.25mを横I]ふ

出土遺物 (033・034・044・ 糾5)すぺて周差溝からの出上である

弥生土器 (033)器介の休部中はどの破片であるc 外面ハケn、内而＋デ調整を施すト

手捏ね土器 (0況）はばU径5.釦m、器高3.1cmを測ふ

ガラス小玉 <044·015~ 044は布 i印.4km. (H5は直径0.53cmを甜り、いずれも色叫はコパIレ

l・プルーを',l.する，'

3) SC 3 <第7RI・図版6)

閥査区の t-~I 側に位骰し、 ー・ド r(iil~l\九 J」)杉プランを門すると 1ff'定される残(T状況小良の翌穴住見：

である。完＃する東辺は3.6mを測り、周呟沿は打しない 残存壁忘はO.;lmを咽I，る

出土遺物 1.035〉

手捏ね土器 (035)底都を欠くがm径6.3cmを測る 外面に'!'斑あり

-11-



3. 溝状遺構の調究

1) SDI <第7図・図版2)

濶代区())はぼ中央部を南北方向に延びる溝状追構であるc床面は南に下り、規模は長さ7.llll、

幅は最k.0.73m、深さ最大0.29rnをillllる。

出土遺物 （（）泌 ・037・046)

土師器 (U泌 ・037)036・03iは接点がない力＼胎t・焼成・色調からlnJ-ftAI体と考えてよい

だろう 0 036は体部片であるc 調整は外面祖いハケ1-1、内面ヨコ方向のヘラケズリを施す0 色

調は内外面とも黄褐色を呈し、外面の一祁に煤が付消する0 03iは復元Cl径16.fx;mを測るu 色

調は内外j(.ijとも黄褐色を呈し、外1面の一部に煤が付ぷする。

臼玉 (046)滑石製で直径0.62cm、孔径0,23cmを測るc 側面はクテガ向の而磨痕が残り、色涸

はオ＇）ープ灰色を呈する。

2) SDZ (第7図・似I版6)

謂森区の南半に位訊し、南北ガ向に延びる溝状追構である.SC1・3に切られる，床面は

南に 1ゞI)、規税は長さ6.25m、最大幅0.5m、深さ最大O.llmを測ふ

出土遥物 (038・039)

弥生土器 (038・039)038は鉢か。内面に作llいハケ目を施す。 039は1本部上半を欠く1/4はど

の破1'1で、壺か斐か判然としない。復元底径7.8cmを測る。

3) SD3 (第7図 ・図版6)

撰査区の扉rに位問し、南北方向に延びる溝状辿構であl.l.SC1・3に切られるn床面は
北に下り｀規模は長さ4.5m.飛大幅0.4m、深さ最大0.12mをiHIJるn

出土遺物 (0110~ 04.2) 

弥生土器 (0船~042) 040・04]は器台である。042は複台11縁壺のn様部片と思われるが、
口頸部が内湾気味であるn I勺面（こ梢いタテ方向のハケ目を施す。

4. その他の調査

1)包含層

』肝幽の西端に堆積する弥生時代の追物包含層であふ造物深は少なく細片が多いため奥測

可能なものはほとんどない。

出土遺物 ((J43)弥生土器の器台である。 1/2片で残存高9.2rrn、脚底径10.ficmを測る。

-12-



第3章 ま とめ

1)迫構の時期と変遷

全体に造物品が少なく、時期比定等には疑間が残るがあえて行っておきたい。SC1は受 ．

壺の凸レンズ状ギ底ゃ克口縁部片から弥生時代後期中頃である,SC 2は器台片や手捏ね土器

のみの出上だが、 SClを切ることから弥生時代後期中頃以降の弥生時代内に収まるものと推

定できよう。SC3は出上辿物が少なく詳細不詳だが、 SD2などを切ることから弥生時代後

期前半以Itを(/)造僻であろう

SDIは坪士に弥生土器を混人するが、被下屈から出上した完 (036・037)の口頚部片が当

該期のものであろう，詳細は不明だが古墳時代後期 (5-6恨紀）と考えておきたい,,SD 2 

もUI上辿物は少ない。翌と思われる039は平底底部を呈し、底端部にやや丸みを持つことから

弥生n:r,代後期前半頃か SD 31よ器台のほかには複合n縁部片伽2) のみであるC ~加1-.時代

後期(})「11で捉えておきたいか、 S02と平行しいずれも SClにりJられることからほぼ同時期

の可能性を考えてもよいだろう.,SK lは出 t術恵器社杯から6ill: 紀後半、 SIく2は出上上師

器，祈杯から 5世紀前半から中頃に考えられる．

以上のことから逍跡全体の変渥を概観すると｀弥生時代後期前'I屯頃にSD2・3がJ逍没、次

にSClが営まれ後期中頃に廃絶し、SC2の辿営が行われる。詳細不明だがSC3もSDl・ 

叫里没後の造営で弥生時代内での消長であろう。占墳時代に入り 5枇紀前半～中頃にSK2. 

6柑紀後半にはSKlがつくられるが。 同時期の竪穴住／舌は確認されていない。SDIも古珀

時代中期以降のものだがSKI・ どと(})かかわりは小・明であふなお、中柑：に整地されている

が今同の訓査lヌ内では同時期の逍構は確訟されていない，

2) SK 1について

甑を横向きで［祖管するとは考えられず．炊飯具 ・食器の埋蔵 .J['/. 蔽を目的とした逍構ではな

いだろう。永遠に放棄する意r~,をもって埋められたものと理解したし ・，甑が含まれることから

炊阪 （強阪）にかかわる行為を想定でき、豊穣などのハレの祭礼に用いられた炊飯具や食器の

す和埋納ではなかろうか。

参考・引用文献

I皿ITI叩 U¥)R7I位；吋試韮i即 J心旦器」「弥'-F.文化の研究」 4 弥'£Hill 甜1lrll!l

tB山林釦99()「粥と姓飯ー祭,re迅跡の炊飯具ー」「rhl学1浣雑誌」第91巻第7り
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裟1 曲田代遺鶏翌穴住晨一賣表 令壼存璧冨に属琶濤の深さは含9ない

~"''サ .. t; 量8 l'"'I': 
l'H* “柏(clI Iii鼻,,,., 只存,t#- l;jf!tl Wi!f畠,. '1}り介い陶仕 ビ閉 r弓
(&:' ml ＂： 

S Cl '<',iii fi/1; 會T渭l tり7 lエ},n Cl.JS " u..5 Ob s n2 3を切り．ヽC出こUJら1しる '/'.'.lc•k閉
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41 
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表3 曲田代遺跡出土遺物観岱表1 単位 cm ( J ! れ夏元但

遺
点防

翫
香り

栓気 じ吸 口＂ 筈高
魯サ

A咄登そ祁ff お：往 形を打徴 蓄 Jii.t •'』台J..bJ 焼↓じ）色共 伺弓
討岳サ

"11:11.; 品口社団と文11inとの坦1こ モ井邸(JJJ,'2泣回転ヘフ，，，,(•J. ., ややll!..il迂JUllJl社の祐柁を 現記取.lli'll,
叩I SKI 項屈答 坪峯 IH -18 小さな段をつくる.n-1躇祁r.i>-1面 咆はヨ c,4-デ＿ 少r;.Smnt粒9)小涅をi;.:かに含 ti. 説けよみ a泣にIt浅し・1!lみそ如 むblJ~ 好〇内面灰t'Iープ色． ;,, ~. nクロ

外面J又-JR白色．日然袖付培 If. 
1:11r.;t, 品 口棟恋と大J~楳との "i•olllの 1 錮伝へうヤズ 'I 天 • ゃャm.也CliZ匹,,以rの砂吋， 現地収t.lf泊

碑 SKl 琉氾器 拉 1認 ふI 屯に小さな円をつくる rti呑祁 It郭1•1面不定方向~- 'l! にヨ9 5mm捏の小襄七少且含む b 良打 18. ゆ•t~み l'(J()I~ 
I勺面に1:1.浅い凹みそ拉つ． 十デ c 内•fifif とら戌ーて白色 弦｀ログロ右

1引注彩品堂Sl.lf,ic記から日然 体祁外臼[11,l :2回転ヘラクズ •I, a; く＇や憔． 匝廷lmmJ;(下のr~杜 現地取上げ｀
い3 S Kl 底召 比々 ll.~ 4.h !SJ 

に立ち上がり.u怜紐は,,,,~して 蛇はヨコ1・-r. を少直全・t..・b不文 cl内l!li):.ふ 12、nクr左．
trl01.2 な証を丸く収める 交:&門面に,t い百院色．外而炊貨色 呈（直I.,

綬を,,',0ご
完形品そ氾lift'部から「II然,:;r.体糾外Jnlの1-'2袖釦転ヘラケス:,, ．，良、沢径!mmJ~下の砂粒を少 現地取上1:rso

匹 S K.l 項屯討 lf.~ 1ia 3J) J5J ち上がり.Lili品は内ほして瑣召1:駐辻内t!n-1•定万同＋デ. 1111,~ ョコ 咋 !.-b)良 Cl内而灰山一灰オ 9, ロクロら
1/Q(,OO を九く収めo,, 妥品内面に沈社を ナナ・ リープ色｀り面伍オリ_.,._,.色

つ（み。

ー」51

宅形品c受部のつまム出_1よヽ）ヽさ ,~ 飩 t~Jい)l,;{lul 転 へうケズ＇）． n fl. 狂tぷ畑m且下の砂tHヤ 以捏峙川土．
(l{,S S Kl 屁也苔 ぶ紆 121 1.2 l•l8 

く横に引さだL、い樗8J;1i短く外 呟茄I勺面,f,$-'T,f祠アデ.tnrよヨコ や多く含ヽ・hlAl/fc>内外酉と ロクロ右
!~l(l.16 fi.l. ながら内伶·t~, 1肱内面：； .... 會ヤ-，・ ． もtilfc色

沈採をつくる．

宅形品，．妥記のつまみ出し江小さ I~~&外酉UJJ心如回転＾うケズ‘• a>やや(il.底径nmJ'し下の砂粒． 改J也取上げfo
()00 $Kl 吊祖料 Mり IUl ~Jj 141 く町：~I さたし．口は函は短く I勺 底杯内而不l<(}jj句,1'.他はヨコ さmm程の小代を'Yl.(!t:bl月好 17. ロクut;

rr1111 傾'-• 霜船'"A.くれめる-~祁内 ＋テ’。 "内面llt@•• 外l即火-!'<オ,,_
面にll'.、沈国をつくるe プ色

て形品．底濡IJ!iii•~~味のhぶiで． 全面＋デ藷塁.tほii.Lキに...,._ al IRJl, i(,[!f2rnm! がり白色約fi
rm SKJ 土的器 ~ Iむユ &U 口~~叫紐をつくって外lilll、 t似むI'位に．ョ .,方向の柑いIヽケ を［与かに含むり）色好，・）内外面 111)()1)1 

右部を丸く収，，，る- o~rr~ と t 明.;,,~色

IXl& SKI lヽ即丑 鉢
',;;JI, 品、体祁il楼く、底祁Ii丸底

17.U 5.11 で.n樟部Itttぃ桟環をつく，，て
外ll!lL、迄郎をalくりAめふ

体は外両祖止へうケか）後・トぞ． al fliRbl且)fel内り1面とtltj 復1tjitf.•
た面はr~なナテ、い舷祁絣＋デ ,¥<Ji! た 000!9 

f,00 S!:I 土師苦 1'f- 14.l S.4 
；；；厄品 丸底で「！秘邪1よ内否し枯 体茄外面からn枯船内国は風化言 •'El奸 ， l nunl'- l'V)砂柱をウ鼠
岱内面を平坦 L く苅廷不~). lit院内面r宮な十 含t,bl良?Tじ）内外面とし明ふ (Xl()IJ 

デ.m押さえ筑和 褐色

はIZ'~l!iJ/, た函でn緑名は内沼 体郎9し面甫・JI:.ヘラケズリ佼ナデ｀ a 良I/,lmml:!1'の紗枯．か褐
010 SKI 土的侶 4' 12.5 ;;~ 1,沿部を丸く収め"'" nぼ裕外面内か面ら内直Iii ヨ—・ナプ仕 色に七位か；・含む bl良クrc1内

“ c.lft! が、 にヘラケズ •I 1-1 外誼iとも担色
~T月の拉触衝多数残有し

た簸,.. 九成で口粒払はJ•Jrl'L. fば籾・祉J寺止ヘラケズ'I袂＋デ． • fl坪.Immは )rl)紗梵．ぷ凡
011 SKl 土暉甚 ヰ u.s 6~ 

嗜祁l'Ji!liを丸くつくる 口ヨコナデ、門面へ9ケズ., 色粒を僅かに含Lbl良奸 c内
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表3 曲田代逢躊出土遺物観察表2
旱位：cm ( )は霞元佃

選初
退1昂

且セ迂
!!Ii~ ほffl 毬性 l'i"f 悶高 受~f,!f 疋程 Ir笈~~f怜 耳'l))j1J, n・后土 bi~t•il.<・）色弔 零考

昏サ ，ヽ，，
給む•

疋研~' 1(.1.J: でrT-'節 I~ f~;i!;I • 体汽ti即紆Dヘラ,,-x,, ,i-t-テ ='梢fl.Lmml!l J'.'); 祖出虹H

oe SKJ 土 iji!f, 牙 116 'lh 
晶祁内面をしくつ，る 口樟8tヨコ 'r.内面ヤ ~•1 浚T 性かに合も b>几叶 C 内夕fool 叩

.;, I'! 叩..・ラケ J:.•11.:.よる~" (,! ぎ色

d}! 糾触出夷什

•こH品 し厄で口袖z~u内棗-· 体郎外面訊Itのため謂益不fl].LI ●） f'II'!. 紐 mllr">-.r褐色ti':'!-

013 SKl 土釘柑 ,,. 111 ;_ij 
知礼を丸く収める 捻糾っコ ➔·-,,. Iり面ケズ,,伶へZ 少泣含む bl良好 ,.,"'外面とも ,rn1:< 

＂陀．内面！•ヘラ 1, か） ,-よるT n色
Eの投触揖姓打

はば・元"品 九~-~uほ部iれが1 1令昴外四町との,.ヽ•~!竪不明.n ., ~P.-t衛Illな砂t•~-,咲含む bl

Cll-1 $KI lllti若 , .. 匹 M 
,I.Ii. に立ち」.ri'"・ 溢郷をた、収 け都ヨユ十..,,内<k,1 ズJ~ナテ、 やや~,_,._,・）1-<J面Iii-Iこぷし黄に (KK)l5 
める I'! 面に'")クズ,,によるT兵ヽ i桜 色、外面にぶい設～橙色

触捐多はほ下

Uば士彬品← 丸底・::-u樟証IHが3 1名郎外面届止 、ヽラ)ズ'ハを1デ． 心碩Jl Ill抒lmuu1下:1l..¥<ie色

015 S Kl 1-fliii, 
,, 10$ 5.1 

I~ がぷ立ち上がり、沿面がL01m呟吼ココナデ．内面,,ズ,,侵・/・ わを包か:_;<沿b え}1cl内外 I. 切l¥l
める： デ.l'liliil:-ヽ9ケ>:'It:よo.LJI ともIi色

の代阻釘

61 

仕げ毛F品:た社-~1 ll't,l,U tltf 1J. 名外1川吊 ,~--, ケ,/'.1)rtナナ • t.l良噴釦.:,紗拉．直佳m

Ol<i SKI 土節話 t1・ 四 60 
也状1五とら卜が；J. 端乱を It(Ji Ulk活ヨつナ・デ．内囲ケス'I棧ナ JH の•姐沢色Eを性かに含む bl 00),).l 

めz r 円面にヘプヶ :{• II ・とるエR 虹fC'内外瓦とい::e,
.,, 柊触襄多数r,.(;

尤形品.IL底HI枯饂,_.石かに外 r沢翌外面 t斗丙II・ヘうケズ•). ~I ., 項1'.l.11.tllllなd・民．直迂lmm

UJ7 S Ki 七t謬 :f. は5 ;11 
尺I,,消郎を /!.(If{める I桑占ヨ:;,r "•''碩記r かI/たふ夕． 柑1111浪色fl.を任~..-g-む I,,11 l1(J辺I

内面に9豆,~ズ＇），ごるエ兵"'拒 ;. d 内外柑Iとも召竺
竪咲多数代仔，

完そ；ぷ， /,,,"'で口粒召Iょ-:;;かに外 体部外固鼠化池L・¥裕止へ⇒ケズ • llり(.五!flmtol'.いの示褐色

りJS SKJ 土釘勘 杯 は3 “‘ 
匠l, r. •j 屯.,..,., . 11拉純ヨコ十千、内 "，をク屋~IJ h 良t只~）内由怜

I切 lb
lll!r:I: 書!'¾キデ．内面にヘラ •r ズ I!:. n1ii租～にふい統
'、,_.. る工品"1,il紐iil~1f-

さ形品．丸底でU殺笠な！かかに外 （“祁外国惧(tiit!,1)'1塁止ヘヘヶて •1~fl. tit謂なul>ft, ,~ 社Zmm

019 SKI 」ー白叶名 叶 112 6.l 
杖し、嬬包を丸<nめる '":! 十=・,.nぶ,illill¥心1::rtデ． ↓'I l•Oぅ..閲色Iケ<-1,か、：古七 bl U人Hぶ：

内,n,ヤズ＇伶＋ギ， !",it, こヽヽウヤ ll炉 • ,1.; 外固とも1i!色
;.(l)JーよるT比頑駐某税t

；；；駐辿 kまでnけ却は位かに外 ~~ ク！由,.... に近Uが~I卜ヘ9 ケて a •h良. ft, 湖な伶粒．水褐色t!

oai ~Kl lrl:t.'I 斗 IJtj 邸
~,. ~ 訳を1/ITようビ -rit. く ，＂々 十デ, . ロ淋況ヨコ＋戸内 をばかに含(:b 且好ぃ rl,J外百i <'iJl.)(13 
収”る 由ケズ"民-;デ. ~mlにヘマケズ 二も内色

•Jl:.t,;, I Jl~;t釦直喰<(

11:rぇ月）品 し成でnn茄1よf!ifJ 11'船外白I 箸,, ✓ ラヽケ;,;,,.uは郡 • Jl叶.I'{程如四は下の小褐色 試囁9与吊十

!l2l S Kl I・!'(. 栢 ,r 10~ i.fi r外反-・ 罪都を1バ4{ヽ）;;,. ョコ",·、内面＾ぅャズ，~+デ なをッえ含!.・ol良好c 内外ilii l~X'15 
とl.-&色



表3 曲田代遺跡出土遁物観察表3 島位 ：cm ( )は復元他

』堪l
直信

韓 I:r.,t 渭やe恨告 TJlf 祐吊 受•閲粍 底[f II.¥壱斗和貨 涵竺｝，注・ ,, 出上bl佐bl.c)&賓 悧弓
社サ

后•'， 月8号

完厄ふデ丸江でn肘祁a恒か1こ?f,~t.P~ 面芦止ヘラケ .< •J'k t--r, ;l R打.t/J.illlilillll 「の~;~.

IU2 :.10 日,,笞 If 1U4 05 Kし．濯忍をとく1w,,ふ ロは紀ヨコ十ヤ，内1li!ヘラケ;(11i, 山nl:l.ト11)赤喝色付を少凧含む
000!~ Iぐナ;,_ bi 良~, C J!i面:-、d•m色．外

囮但色

1'3甜伐ti- 底,;;;ょ!\~深 12ケ fJ. 屯外面ヤ'i-J,10), ヽケl'i.il祐祁 ., 楕a、出O':lmm以t'1>iHウ．
の年H形ス，，，ンを1ヤる"'I'郊1よ孔 ョコ,.... 内内下キ名かいケテh Jrum,1t褐色せを性か1-~むb)良

I必 :,l{l l仰ど ;!Ji Iお.41 磁？ ~.I 傾して6状に：＇ら t,il''J.LJ~ 侶 向I'.,,L~ . Ii cl , 勺面にぷ,-m色.;,i;iji名Hさ 如
を /i玲n•'f・：7外;"i. さ •t~部を九<Uカ
る． 良で1ピ和'>ill'!小明

ォ部1以反をfhて閉liBL.LI玲 瓜化がiきなが.J.f配.Lfヨコイ、デ． at 1'!17,. il'1-lmmJ'll'qJ砂社を か面王」` あり
＠ SKJ 士:l!JI,'; あ比 l-t• ↓ 旦1 l!!•il:fl ~ii~{生か'-;j.::,_ さセる 即舒口叱 和吊内面ヨコ方阿9ヽ、ラタ:(• ・何かに含I:bl良ftf< 内外面と

IXXT.l'J ll2 祝で研曲し屯'1"ながら，ぃ靖丑で立 池1;4-デ ••ill色
闘する，

咬存
＇り似あま 1屯玲ず， Ul:l,郎を注 凪11:i1、 <;n望•Fl~ a l'l, 1£( 抒~mm.1' 1 Tヽ＇）、ゥれを多閉

t•.5 SCI 弥斗t呑 ;II 
山0 く外反させ 遭屈を断面加f.ll"収 く含Ibt fir 内外百>{咀 d畑

める拿 ~にふヽ ・迅t

ー17ー

い峠品を強く外反させ 消糾t駅 異(t告しく訊茫小朔 11 a, i/if,<2mml'ヽ下の砂社をセ
＼氾b SCI 祝生：店 '1i 戌存10 面坦1・収切る t・ ~lA·1がJ面筐～にぷ•項埒色． 匹

VI疇色

n.a都を強く外入ささ i/lt~ を・IL涅lt'lfしく渭C祖 o• R .lifflrmut•, fのわなを少
O'l:I SしJ 沫生苫 1!/, f,ltl I •,f"(~,.!l 奈含む b• l:t 内外印とも不沿

＂ -,_ぶI~.褐色

佑甜1よ曲＜吠•1. nit可左宛く外 凧化苓9ーいが.,~ 岱内両1-探合女、 a. bl 白Lff2血"'入 t•>佑朽を多
0淀 S Cl 沈生上省 圭 !¥fr甜 以させ．溢荘i・IUi曲if,形に収¢>7.、 指頭表⇔な• ｀含じ b• f(c I勺匝柑色、外村 r双rぶ

IJIJ: 高色

J瓜•~<• Iいレ，，ヽ .itr寂， ＂油ナテ．他 Ii吼ftu,たnゃ~J. ・上也rf''n1m以Fの約れを多
四 SCI ら1生士芥 色咬 汽/t2.l <li.li く含t-b• 良; Vli:lil'I. 褐ー1こぶ 1Rr. 

I~)lj色、外団赤IS色

030 SCI 祢中 1噌； 豆o活 代仔l7 nn.o, 
l'J齢llcfi I~ しンズf,':"1こ底． 庇呪外百J ヶfl.ft!Iけナテ a ゑ ,l,.~~mrn以ト―,,)f~ ャ

くな!,b 良 cl)り面愕:•.. 外白 Imぷ
期赤民色

1 rz~gK存. i', l-ンズ状ギ庇 瑛品外曲机化の,,、濁笠不呵.1J, • A、1せ径3,nm!J,fVJ砂やを名
l~I S Cl lt'I土晶 壺or豆 武/f.:l.l l!t¥(I 面,,,,LI < fl, I.I b 且 c)内i1ii位色．外而 l)IJ0'2'J 

&-にぷ9噴は色

くひ!l
i-+を 'i,1 が~;i;;は,:.:.1.Jllll¥i. 粕It¥.しくぶぶy、 •l a>良.£径3四以下VJ砂Uを多

IXJ:! ~Cl ；；生J:琵 的 ng -~ 仔99 [f;; は大さ、ti戻!..;Ii; 祁クは1をやや （含むbf.l r l'i外面とら1il.色 IX~l,S 
'l'fflし作る→

“迅 S C2 弥生上石 器台 硬ftSl t令紅中立"11・オ 外匝ヽ ,,,ll, !"11811デ． al庄．区径1.mml'I下咽紐を含
(1(1().11 r, b .R. < 内外面とい豆L



麦3 曲田代遺箇出土遺物観察表4 皐位 ：cm ( )は復元伍

遺勘
印 遺唸召

般告 億類 紅 II佳 柑息 女邸径 rit;径 形朗杓只 調窮71払 nl船十 bl悦成ぐ）色わ 鰭考

晶~-
岱勺 託香弓

弥'll: f捏ね
ほば完杉品っ丸在で手月庇.n謁 ほ+r.Ill押さえ． ら1 氏， Ji.径lmml'lrtlJ/~t!. ,¥. 

034 SC2 甜？ 1:1, .iG “ 渚祁をんく釈める． 褐色柁を合む blJ'l.oi-c)内外而 “ とも庄色

,ll;'l•I: 手l'1'.,1
4,51{-, 尖>)矢昧の-'<,Ill;で、「,a指ナデ．ほ押さえ， I;)"・ 直径Immは下のft位を少 外JllJ坦喪あ I

035 SC3 
窃？ 1.2'! 6.3 

冷郡を入く収める拿 鼠合む bl凡好 ,・)内外面とも柑 IJOO:~ 
色

休玩ヽ lヽり・.,;;茄はあまり汲らない． 外曲1llいハケu、内.., ヨ＝万向へ が且.]1i径Jn,rn l'll'~紗れ、亦 t} I白謀t,l:fi.
03,; S 01 土iliiii 受 残存47 ラケズ＇） 褐色を含む bl良好cl円外面と 1Xl7と f•l - ll!i (~ 加

(.iiiも色 'J. 

口稼部ヽ I、J.¥・ n領部に楼緯を行ら 口,,部9、11llハケIll麦ヨ7i-デ．外 al f!. il, 社Imm以下r;JfHl.奇． 外面）名Hlt. 
057 SDI 頃討 憂 ,J6m -~1(-4.; 涵や力に外尺する 面ヨコ4デ m蔀外両タァ万1句9・ 褐色を含t,bJIHIぐ_j内外両と 田6とr,; llll 如

ケn l, 世褐色 位

n謬砥J・トヤ 体郎内西．口緑繕胚 外面風化のため詞苔不明 ［勺r.111H •'flぅr 、 iii.ff如rnJi ト lf)l'f拉を 外皿思圧あり
I園 SIJ2 )l>•~t器 井 咬t,:1<1 ,1,1前；.:,1ヽさな府を作る ぃヽ ケヽU.LI繰邸ヽ ゲヽH後ヨコナ •J,~;'\"む bl a c)内外面とも橙 000¥¥ 

ァ-・コ 褐色

ー】OOI

位祁t・ N。大くI<I片， 携ft音しく祠枯湘＾ ai .H. ,ttrucnmn fdif~t~、赤
r隙） S D2 甘:'i'1.晋 壺（）ガさ 筏fi'l:I (7.8) 褐色1?.を含む 1,)やや甘い cl内 00: 四

面橙色．外面にふし屯t-但色

四 S DJ 孫1土爵 西白 ~H3) 茂が認 1'11'. ・(f LI表湛品肥序千る 内面シぷ1) 板~r . 他はfRftd)ため ai良．直径2mml;I.下の砂社を多 1xxn; 
潤竪不明． く含むb1J¥ <• 内外固とt橙色

開底径
I・ 凜 +lff即部に撥JR(叶用さ・ （し` れ蔀tAlllllにノキリ哀、他It訊 al只．匝狂2mmllr'<1)砂粒、ぶ

l>ll S D3 1ぢ王上需 砂 残存SA
12.S 
葬菜部を丸く収める， (tu, たむ覇登~:甲． 昆色比を含Ub)良c)内面橙色． 四 31

外国G-l'fJが褐色

II綽邸・f消・lk・合II枯状であるが． nほ茄内面呵い夕rJill.Itヽケ日． ●）良．由荏Imm以 卜・q1ゆ社を少 谷屯不社
l~ll 5 U3 坪生七吝 咄？ 屯節.6 J.J翠面が位かに内冷ゾながら立ち 他は硯化のため関整不Ill!, 呈含IJ・b,Jヽ<I勺悩1こぶ．．栢色、 tlnl!i 

上がふ 外国にぶ’・吋湛1-11!.色

包Sill/ I閉底佳
1 2残ト騨妬1工上状1:r,iさ．端 外面タャJ;向 9ヽケII,内団ヨコK •• A. 直粍3mm以下のfJ,/とを多

1>13 丑亙区 称生土召 器台 残存92
IU.6 

はを.~.<収める 向Iヽケ目っ く含む b)J¥lf c)門外面とも伍 OOI匹
内キ 色

0-14 sn ガラス 小全 阿tt¥l.41 盟
, ... ・ ~ ぐ c1コパJI,;ブ,,.— 

OOI応d
四

1}1fi SC2 ガ'}~、 1-... I回飼 孔巨 厚さ c'~~q1,o;. ブルー
匹

血 tl.43 

fl.In SDI ポ石 白玉 百｛細↓
孔f至 原さ 1月/?:oilにタテカ向研尼買= Clオリープ灰色

訳 0
0,23 0.2l 
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住 次
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liJJ 11 地 〒8113,191 枷,,,,rn湖宗像1叫m-J→H l笛lり TF.L (09101 36 l~·IO 
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7 IJ ガナ 7 IJ ガ・1 コーI・ 北杓 屯舒 潤丘面積
9所収：i'l fi1, 所 介 地 市町 H 迅溶番サ

. " ；日 ・r1・ 』!I1/0 
Ill 

深介「11:rri 
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立番2 21,' 06" Jlll~ 序5113111
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